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 参考資料４  

実証試験結果報告書概要編の様式見直しについて（案） 

 
Ｈ23広報資料（旧称：実証冊子）において、「実証済技術や当該技術分野の普及拡大」の

ための営業資料として活用可能な報告ツールへ、資料の位置付けの見直しに向け、環境省

各担当課室作成部分（＝前段部分等）を中心に改善策を講じた。 

積み残しとなっている最大の課題は、「分量が大きく、ＥＴＶ関係諸機関における広報資

料（及び実証申請者における営業資料）として使いにくいこと」であり、これに対応する

ため、Ｈ25 から、実証試験結果報告書概要部分を見開き２ページ程度の個票形式に改める

ことを検討してきた。 

ただし、過大な表現や技術的に疑問のある申請内容に対し、技術実証検討会で内容の確

認を頂いて概要版を作成しており、早急な切り替えが困難な技術分野がみられることから、

本年度においては昨年度と同様、ご協力いただける技術分野のみを対象に、試行的に個票

形式への切り替えを図ることとする。 

また、昨年度の検討において、「生物生息環境に関する実証試験項目を含む分野では、２

ページ程度では対応が困難」との課題が見られたことから、このような場合には４ページ

程度の様式を採用することも可とする（ただし、実証対象技術数の多い建築物外皮分野に

ついては、可能な限り２ページ程度の様式を選択いただくこととしたい）。 

見開き２ページ程度の場合の個票様式（案）を表１、昨年度ご協力をいただいた湖沼等、

ＶＯＣ等分野における本個票様式への対応状況を表２及び表３、有機性排水分野における

４ページ程度の記載例を表４にそれぞれ示す。なお、限られた分量の中で何を記載すべき

かについては、技術分野によって差異があると考えられるため、各技術分野の特性を踏ま

え、記載項目や各項目の分量等は適宜変更しても構わないこととする（ただし、分野内で

は記載項目を統一する）。 

この場合、本編の内容を万遍なく記述することは不可能と考えられるため、表２の記載

例のあるように、例えば自治体の導入／調達関連部局等の入門的な読者を想定し、「３．実

証試験の概要」について、 

1)実証試験要領と異なる点等、簡潔に記述する。 

2)試験実施状況の写真のみ記述し、具体的な方法は本編の参照を促す。 

といった工夫を行うことが一案と考えられる（あくまで一般論）。 
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表１ 実証試験結果報告書概要部分個票の様式（案） 

１．実証対象技術 

実証番号  

実証対象技術  

 

実証申請者  

実証試験期間  

 

２．実証対象技術の概要 

○原理・概観写真 

 

 

 

 

○特徴（※注意：本項の情報は、環境技術開発者が自らの責任において申請した内容及

びその情報を引用したものです。） 

 

 

 

 

 

３．実証試験の概要 ※実証試験要領と異なる点等、簡潔に記述する。 

 

 

 

 

 

４．実証試験結果・考察 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

（概観写真） 
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５．参考情報（※注意：以下の情報は、環境技術開発者が自らの責任において申請した内

容及びその情報を引用したものです。） 

※分野の特性に応じ、記載項目は適宜変更しても構わない（ただし分野内では統一）。 

価格・コスト概算  

 

本技術が効果を発

揮するための条件 
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表２ Ｈ25 湖沼等分野「ダイワエース（精密ろ過・生物膜ろ過システム）」 

における本個票様式への対応状況 
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表３ Ｈ25ＶＯＣ等分野「ポータブルガス分析装置 XG-100V（実証番号：100-1301）」における

本個票様式への対応状況 
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表４ 有機性排水分野における４ページ程度の記載例 
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